
東北医科薬科大学医学部 第2回教育運営協議会

次 第

･日 時 :平成26年11月11日 (火)15:00-16:45

･会 場 :ホテルメトロポリタン仙台 4階 ｢千代 ･東｣

I.開 会

1.理事長挨拶

2.委員長挨拶

Ⅱ.協議事項

1.教員 ･医師の確保について<資料1-1-1-3>

2.東北地方をめぐる医療の現状について (意見交換)<資料2>

3.その他

①次回開催予定について

Ⅲ.閉 会



東北医科薬科大学医学部 第2回教育運営協試金
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資料1-1

医学部設置終可申雅に向けた教il等の公募指針 (莱)

(目的)

1 この指針は､投陛認可申紺を予定している東北医科薬科大等医学部の教員等の公募

に当たり､地域医療に与える影軌 こ配慮 しつつ､新設医学部の円滑な逓常に必蟹な人

材を確保することをEl的として.公募実施上の留意点､応募者の要件､選考方法等を

定める｡

(教員公募実施上の何者点)

2 教Rの公募に当たっては､以下の申項に留意するものとするb

(1)地域医療に著 しい影響を及ぼす恐れのある､いわゆる引き抜きは行わないB
(2)地域の医療機能の低下を防lLする観点から､所属長の意見を掛酌する｡

(3)i(性教Laの整相に配膳する｡

(教員応券者の酎 牛)

3 放員公募に応募できる者は､以下に柑げろ要件を瀧たすものとする｡

(1)本学医学部の使命 ･lt務を理解し.東北地方の地域医棟を抱 う医師の育成につ

いて使命感 ･意欲を持っていること｡

(2)地域医療-の影響等に関する所属長の意見半が得られること｡

(3)別に定める本学医学部の公募柴項に則 していることb

(教員公罪の方法)

｣ 教員の公募に係る以下のTrF項について､本学のホームページ-の掲唯､公募分野に

rLU述する大学､学部及び研究機糊への通知等により､広く周知を行うものとする｡

(1)応募者の要件

(2)公募の分野､職種及び人数等

(3)採ITIの時期及び任期

(4)応募方法及び応募期限

(5)選考方法

(6)ruい合わせ先

(7)その他必要と認められる事項

(教員の選考方法)

5,散見採用侯緬者の選考は､以下により行 うものとする｡

(1)選考は､選考委員会を偉き､公平かつ適切に行 う｡

(2)前項の選考委員会a)枚荘及び選考の基準腎は､本学医学部の教員整備計画と辿

軌させ.別に定める｡

(3)選考は､応Lt書類等による畜類選考及び面接y.1にJ:り行う｡

(4)選考委員会の番矧 ま､非公開とす るe

(5)う笥考の結果については､速やかに､応募者に通知する｡

(寺講師等の公募及び採用)

6 有講師等の公募及び採用については､以下により行 うものとす る｡

(I)公募及び接用は､木指針における教員の公募に留意すべきことに準じて行い､

地域医療に支障を来さないよう軌 鼓する.

(2)楳恥ま､附属病院の診頼科の整備や増床計画の進捗状況に応 じて､中年齢 こ多

人敬の托用とならないよう,附属病院における煎要見通しを策定して行う.

1



(医学部設産後の公uT-)

' 医学部設置後における教負の公執 こ当たっては､当分の間､本指針によって実施す

る｡

(公井及び選考の基準)

i 地域匠棟に支件を来さないようにするため.故貝等を公許及びi}考するにあたって

の基碑を別に定める｡

(その他)

I 本指針に定めるもののほか､必要な事項は､別に定める.

附 則

この指針は､平成 26年 月 Elから施行する｡



資料1-2

平成 26年 11月00日

地域監積に支辞を来さないための歓且等の公募及び薄利 こ関する基準 (秦)

1.枚Aの採用にあたっては.現在動携している地JGの医療に支件が生じない

よう配止し､医師敬が少ない地域から採用することのないようにすら.また､

特定のf&関 (大学､病院)から捷OBに多く採用することのない⊥うにする｡

2.意見書を求める r所長長｣とは､大学の埠合には単称長 (研究科長)､病院

の壌合には病院長､研究棟関の場合には抽関の長 (研究所長 ･線描長等)と

する｡

3 所A長の意見書において､転出することが同姓な場合には､本人の志向等

を破格 した上で.特にtA正に判断する`なお.本学医学部の教艮採用に際 し

て.選考委員会は､U=用予定の応募者が転uしたJX合の後任名雑作の見通し

と地域医療に及ぼす影Vについても所JI長の意見を基に総合的に判断する.

4 現所尿格関の在蛾期間が2年末浦の場合には､選考呑Å会は.前所属横関

の所属長軌 こ問い合わせを行い､その意見についても参考とする.

5.現在の勤検地が東北6娘にある者に限らず.すべての応募者について､所

属長の意見谷を十分に掛酌して依塵に判断する.

6. 1二紀のはか､選考委見会は､地域医虎への形Vを判断す71)にあたり､掛 こ

必要と吉.iめられる覗合には.関係自H,言外や後任者の所属長等､必要な帆保者

から倉見をせくものとする.

7 この濃畔に基づき.公方及び選考を行っている状況について.地域医療-

の形Vを確担するため､個人仲報に十分配点しながら.採用予定者の帖報を

教育運営協議会に適切な方法で報告する.

8.この玉串の改正については､教育運営協払会の了承を得ることとする.



l別紙】
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探川丁･定着報告 (イメージ)

赴任予定粁座 現所属 所JL長の判断 (理由) it任予

定Fl1 外科学第 - 〇〇 人学 .00暮暮座 差し支えありませんト .-.)
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資料1-3

東北医科薬科大学医学部設置に伴う教員公募に応募する者が

転出した場合の医療活動に与える影響等についての意見書 (秦)

平成 年 月 日

鹿北薬科大学 芋長 高柳 元明 殿

(刺 ヒ医科薬科大学 医学部投荘昨備壷 宛)

東北Li科薬科大等医学部の致El公鼓に応募を了′定している､本所に(f職中の

下記の者について､意見を択HiLます｡

記

比､丈者の氏名

(現作所尻する診蝶稗

(戟ft:予定叶糊

上記の者が､食草-転出する こ と は ､

)

)

差し支えありません`

国難です｡

判断できかねま す .

和 由

(付記)1 この意見半は､噸北医科薬科大学の医学鮎設置に伴う教員 ･医師の公称を行 う

に当って､応募者を本学が採用した場合､地域医療に及ぼす影響等について､事前に応狂者の

所属長から意見をお伺いするためのものですOなお.応琳帯の直属の上司 (教授､診療科長等

)や前所属先(派遣元の医局等)の意rbJ及び必要に応 じて都道肘県等の意向も弥謎の と､判断

して下さい｡応募予定者に 厳封の上 お渡
しくだ さ い^2 応募者が転出した均合の緩任者確保a)見通 しと地域鮭療-の 影響についても軌

案の上､記赦し

てください｡3.基礎医yi=･社会医学の止､井石については､r地域供鰍 こ及ぼすむ軌 を r医学教

77に及ぼす影響｣と醗み替えて.意見をおG

き願います｡4 志見番の内容を雌まえて､選半を進めたいと考え



5 ='首己入いただく所属長については､以下のとおりです｡

例卜 大学の場合 学部長 (研究科長)

･病院の場合 病院長

･研究稔関の場合･･･上記に神ずる役櫛 (研究所長 ･擁梢戊等)

6 本等の選考過程において､本学から不明な点などについてご照会をする勝合がありますので､

ご了承ください｡

よろしくご協力のほどお廟いいたします｡

その他､判断にあたってご市肺がありましたら､下肥にお逝き願います｡

冗tJL暮の内容について､8(7rZ暮tAX金または8-想書壬会において､4 の々伽 はtLJl=取扱うことに官主いたしま

すが.会kの資料として使用される可鵬 がありますので.ご7東&います.

応募者の業務内容

意 見

q!き下さい



資料2
(第1回心Nt会資料5)

岩手県の医療の現状等

第1回 東北医科薬科大学医学部教育運営会議資料
H26.10.22



1 岩手県の特徴

全国唯一の rl県 1私立医科大字｣

1 岩手医科大字医 学 部 の 定 員 増

定員 80名 -事 130名 (50名増)

年度 ～H19 H20 H21 H22-24

H25-定員 80 90 110 125 130 (

第1@]協は会資料5)>臨時定員増 (35名)の恒久化及び地域医療を支える私立大学への財政支援を国に要望

｡2 奨学金制度の拡充貸付枠 25名 (H19まで) ⇒ 55名

(H25までに30名増)兼半金制度名称 貸付 枠 義務年限

貸 与 金 額(6年貸付総額)岩手県医師修学資金
15名 9年間 3,050万円(脹出身者の地域枠)

大学へ教育研究班1.500万円′人負捜医療局医師奨学資金 25名 6年間 国公立大学 1,4

40万円(県立病院) 私立大学 2′160万円市町村医師修学溝金 15名 6年間 国公立大字 1
′440万円(県と市町村の共同運用) 私立大学 2′20



2
■lllllll.lll.lll.｣-

岩手県の取組 と今後 の見通 し

公的医療機関への奨学金養成医師の配置見込

｢
｣
｢
｣

(第1回協孟集会実科5)

長期的には､医学部定員を調整する仕組みも必要も

H28 日29 日30 日31 日32 日33 日34 日35 H36 日37 H38 H39 日40

H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47奨学金で養成するもH34頃までは厳しい状況が続く ※ 印 見込鮎 ､これまでの糊 鮒̀ 人臥 朋 猶予平均期間等

'

及び盛時定員増が順次抵了し､H32から20名の奨学金制度として



3 医学部新設にあたり留意してほしい事項
(第1回協謙会資料5)

医師等の弓lき抜きによる地域への影響を与えないこと

l 被災前には60床規模の病院を常勤医師2人で維持する状況も

l沿 岸 部 の県立病院では､10年で常勤医師が167人から130人､医師不足は深刻の度を増す

l 主要診療科でも少数の医師でカバー､医師の弓ほ 抜きによる負の連鎖を懸念

(H16.3うH23.

3(被災直前)うH25.3)県立久慈病院 :46人う 32人-⇒ 32人 14人減少(342床)県立宮古病



3 医学部新設にあたり留意 してほ し い 事 項
≡:二二二二二二±チモ±■■i±

医学部新設により臨時定昌増へ影響を与えないこと

岩手医大臨時定員増と新設医学部による岩手県への定員配分

(第 1回協議会資料5)

H



(第l回協議会資料5)
4 岩手県で取り組む義務履 行 とキ ャ リ ア ア ッ プ 支 援

中小規模病院での義務履行とキャリアアップ支援の両立

> 医師の養成に加え今後は育 成 に も 重 点

岩手県医師修学資金 (地域枠)の配置ル-ル <義務履行9年間>

■ ｢基幹病院｣と ｢中小規模病院｣に分け､ローテーション勤務

■6年まで義務履行を猶予し､大学院修学や専門医取篠のための研修も可能

基幹病院で勤
務しつつ中小

規模病院勤務のスキルを
習得 璽璽『璽璽型

基幹病院に勤務し過激日
中小規模病院で勤務

中
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